
 

 

 

 

 

 

SNSについて考えてみませんか… 

私たち大人や子どもたちにとっても身近な存在となっているSNSは、便利で良い面ももちろん

ありますが、難しい面も数多くあり心の傷を負わせたり、場合によっては命に関わる事態を招い

たりすることもあり、社会問題となっています。SNSがなかった時代は、愚痴があったとしても

家族や友人に打ち明けてそれぞれの心の内にとどめておくことがありましたが、今はSNS上で何

でも平気に言えるという間違った認識が広がっていることが問題となっています。この問題の解

決に向けては、「他人を誹謗中傷する内容を書き込まない」「差別的な発言を書き込まない」

「安易に不確かな情報を書き込まない」「他人のプライバシーに関わる情報を書き込まない」

「書き込みが不特定多数の人に見られる可能性があることを意識する」といったルールを社会全

体に周知していくことが求められています。そして、SNSとの付き合い方にも注意が必要です。

友人（SNS上でつながっている時間や実際に対面で会っている時間など）と一人でいられる時間

をバランスよく確保しておくことです。友人関係に振り回され、SNSにとらわれている人は、そ

の両方の時間を削り合っていることになります。また、物理的な動作として指をほんの少しだけ

動かすだけの行為（たとえば「いいね」をするだけ）であっても、それによって他人の権利を侵

害した場合には、法的な責任を問われることがあります。つまり、SNSの使用にあたっては、他

人の権利を侵害することが容易にできる危険な道具と一緒にいるということを自覚することが大

切になってきます。また、普段から、SNS上での振る舞いを見直すことが大切で、投稿前に一呼

吸置き、他人を傷つける表現や悪意のある情報の拡散につながらないかを意識することが求めら

れます。そして、万が一被害を受けた場合でも、一人で抱え込まず、家族や友人に相談したり、

専門窓口や弁護士へ相談したりすることが有効です。誰もが自由に発信できることは、民主主義

社会における大切な価値です。その恩恵を受けるためにも、「他者を尊重する」という基本的な

道徳心を私たち一人ひとりがもつことが重要です。そして、太田小学校に通う子どもたちには、

「発信者の確認」「根拠の確認」「関連情報の確認」といった３つのファクトチェックをして、

偽・誤情報の被害者にならないだけではなく、拡散する加害者にもならないようにしてほしいと

願っています。さらに、「本当に正しいのか」「自分はどう感じるのか」を常に考えて、発信者

として責任ある言葉を選び、間違った情報を発信しないように心がけてほしいです。ネットは上

手に使えば、学びや出会いの場になります。しっかりと自分の軸をもち、情報社会と向き合って

ほしいと願っています。                  （文責） 校長 岸本裕希                              

 

 

 

 

 

 

メタセコイヤ  

 

       太田小学校 学校だより 2 月号 Ｒ８．1．3０（金） 

太子町未来プロジェクト（６年生） 
１２月１１日に、６年生が太子町企画政策課のみ

なさんを招いて、太子町未来プロジェクトの発表会

を行いました。５つのテーマ「SDGs」「防災」

「観光」「特産品」「公園」から、さらにグループ

に分かれて発表していきました。視聴者を意識した

画面とキャッチーな言葉で、見ている人をひきつけ

る工夫がされていました。また、内容についてもよ

く調べていて、そこに子どもたちの発想も取り入れ

ていて、どのグループも提案性のあるものばかりで

した。企画政策課の方々も、子どもたちのふるさと

を思う気持ちと発表に感動されていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもちゃランド（２年生） 
１２月に、２年生の子どもたちが生活科で作ったおもちゃで

１年生の子どもたちを招き、おもちゃランドを開催しました。

重力を利用したおもちゃのコロコロコロン、風を利用したおも

ちゃのヨットカー、ゴムの力を利用したぴょんコップのそれぞ

れの遊び方を説明した後、１年生の子どもたちに寄り添いなが

ら一緒に楽しむ２年生の姿がとても印象的でした。 

高校生とわくわく体験（太子高校生） 
１２月１０日に、太子高校生の約２０名が本校の体

育館に来て、「太子町放課後子ども教室」が開催されま

した。そして、参加を希望した児童とともに楽しい時

間を過ごしました。歌のステージでは、クリスマスソ

ングのハモリとリズムに感動しながら、聴いていまし

た。じゃんけんゲームでは、音楽に合わせてじゃんけ

んをし、歓声をあげながら楽しんでいました。高校生

と遊ぼうでは、ポートボールやドッジボール、だるま

さんが転んだを笑顔で楽しんでいました。 

 

 

チューリップ球根植え体験（園芸委員会） 
園芸委員会の子どもたちが、１２月１１日と１２日の２日間、昼休み

を使って、低学年対象にチューリップの球根植え体験を行いました。先

着順で並んだ子どもたちに高学年の園芸委員会の子どもたちが一人ひ

とりに球根をわたし、植え方の説明をしていきました。植えている時の

優しく見守る委員会の子どもたちの姿が印象的でした。 

ペイトン先生のブックトーク 
１２月の数日の昼休みにペイトン先生が、英語によるブックト

ークをしてくださいました。紹介してくれた絵本は、「Green 

Eggs and Ham」というお話で、主人公のサムが友人に緑色の卵

とハムを食べてもらおうと、粘り強く勧めていくというものです。

子どもたちは、楽しそうに絵とペイトン先生の声に集中し、スト

ーリーの面白さを感じているようでした。 

 

カウンセリング講習会（５・６年生） 
本校のスクールカウンセラーである大野先生に、５・６年生対

象でカウンセリング講習会をしていただきました。日頃の生活の

場面を想起しながら、イライラした時やストレスを感じる時の対

処方法について学んでいきました。具体的には、深呼吸などのア

ンガーマネジメントのことや睡眠や適度な運動が果たす役割に

ついて学びました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 がんばりの足跡 】 

 本校学校教育活動及び「公共団体」主催の社会教育活動（スポーツ・文化）の範囲の内容で頑張り

を讃え、掲載させていただきます。 

◇令和７年度西播磨小学生人権書道コンテスト（１２月） 

奨励賞 石原唯伊（４年） 

◇令和６年度税に関する書道（１２月） 

佳作 石原伊織（６年） 

◇太子消防署防火図画展（１０月） 

努力賞 菊本 凛（３年） 

 ◇たつの交通安全・自家用自転車協会交通安全ポスタ―（９月） 

たつの警察署長賞 猶原未結（５年） 

 ◇第４２回 JPTAピアノオーディション（１１月） 

奨励賞 濵野煌大（４年） 

◇第３２回全日本空手道連盟練会関西地区選手権大会（１月１２日） 

小学男子組手 初級中級の部 第３位 西脇 慶（５年） 

◇第１２回つくしんぼカップ Aリーグ（１月１１日） 

準優勝 太田ファイターズ 

◇第３４回太子の里かるた大会（１月１８日） 

団体の部 小学生（低学年） 第３位 井原涼乃（３年）田村光梨（３年）佐々木葵（３年） 

個人の部 小学生（低学年） 第４位 田村光梨（３年） 

団体の部 小学生（高学年） 優勝 田中希彰（６年） 

◇第３６回姫路けん玉道大会（１月１８日） 

上級の部 準優勝 難波陽翔（３年） 

上級の部 第３位 田中晴紀（５年） 

◇第８８回太子町バドミントン大会（１月１８日） 

親子（小学生）の部 第３位 森田梨々子（６年） 

親子（小学生）の部 第３位 飯塚 栞（４年） 

◇ファミリーマートありがとうの手紙コンテスト２０２５（１１月２０日） 

最優秀作品賞 田中晴紀（５年） 

 

さつまいも料理（２年生） 
１２月１７日と１８日の２日間にわたって、さつまいも料理を

作りました。さつまいもは、学校の近くの畑を借りて、育てたも

のです。収穫をすると、大きなものから小さなものまでいろいろ

な大きさと形のものがありました。それをスライスして、ホット

プレートで温めていただきました。甘くてやわらかい食感を楽し

みながらいただいていました。 

体育館の年末大掃除（地域や保護者のみなさん） 
普段体育館を使用している社会体育の指導者や保護者のみなさんが

１２月２８日の午後の約２時間を使って、体育館の大掃除をしてくだ

さいました。体育館の玄関やステージ、トイレ、体育倉庫、床、壁面等、

それぞれの場所に分かれて、隅々まできれいにしてくださいました。子

どもたちも気持ちよく使っています。 


